
災害時の救援活動 立教１７９年SAIGAIKYUEN HINOKISINTAI

災
救
通
信
平成２８年

３月１日

第８号

発 行

天理教

災害救援

ひのきしん隊

北海道教区隊

逐次発行

教
区
ス
タ
ッ
フ

合
同
訓
練

南
空
知
支
部
隊

災
救
隊
南
空
知
支
部
隊
（
寺
澤
信
彦
隊
長
）
で
は
平

成

年
１
月

日
、

日
の
両
日
冬
季
平
時
訓
練
を

28

30

31

実
施
し
た
。

日
、
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隊
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を
行
っ
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後
、
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か
れ
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市
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居

老
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宅
５
軒
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排
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を
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の
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。

ま
た
、
翌
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す
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た
め
宿
営
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夕
張
大
教
会
へ
隊
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が
移
動
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疲
れ
を
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。
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ら
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恵
ま
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、
岩
見
沢
市
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に
あ
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教
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の
屋
根
の
雪
下

ろ
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を
行
っ
た
。
は
じ
め
て
現
場
に
同
行
し
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教
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ス
タ
ッ
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長
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で
も
冬
季
訓
練
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実
施
さ
れ
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深
川
市
の
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龍

大
教
会
に
集
合
し
、
深
川
市
社
会
福
祉
協
議
会
よ
り
依
頼

さ
れ
た
独
居
老
人
宅
な
ど
６
軒
を
、
タ
イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル
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ダ
ン
プ
カ
ー
な
ど
を
準
備
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除
排
雪
作
業
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下
ろ
し
作

業
を
行
っ
た
。
除
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先
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あ
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才
に
な
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ら
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「
本
当
に
た
す
か
り
ま
す
、
有
難
い
限
り
で
す
」
と
の
感

謝
と
喜
び
の
声
を
い
た
だ
き
一
同
の
大
き
な
喜
び
と
な
っ

た
。
参
加
者

名
（
の
べ

。）
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感謝の言葉をいただき、笑顔の天龍支部隊員。

好天に恵まれ作業もはかどる。南空知支部隊。

【 】１

冬
季
平
時

訓
練
実
施

程
度
だ
と
い
う
。
な
お
、
こ
の
度
は
教
区
ス
タ
ッ
フ

の
研
修
を
か
ね
て
合
同
で
訓
練
が
行
わ
れ
、
教
区
か

ら
は
奥
村
教
区
隊
長
は
じ
め
６
名
が
参
加
し
た
。
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婦
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回
目
と
な
る

30
冬
季
訓
練

空
知
支
部
隊

空
知
支
部
隊
（
坂
本
忠
則
隊
長
）
は
１
月

日
、
美
唄
市
に
あ
る
沼
貝
分
教
会
に
集
合

31し
恒
例
の
冬
季
平
時
訓
練
を
実
施
し
た
。
作

業
係
、
資
材
・
輸
送
係
、
庶
務
係
等
の
職
掌

を
分
担
し
、
美
唄
市
社
会
福
祉
協
議
会
よ
り

依
頼
さ
れ
た
独
居
老
人
宅
、
３
軒
の
屋
根
の

雪
下
ろ
し
や
周
辺
の
除
排
雪
作
業
を
３
班
に

分
か
れ
て
行
っ
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
昭
和

年
よ
り
行

60

っ
て
お
り
、
積
雪
量
の
少
な
い
時
を
除
い
て空知支部隊結隊式の様子 （沼貝分にて）。

平成20年に出来た旭川市の防災センター。

支部では行政との連携の相談を重ねている。

毎
年
実
施
さ
れ
、
今
年
が

回
目
の
実
施
と
な

30

っ
た
。
現
場
と
な
っ
た
一
ヵ
所
で
は
今
回
だ
け

の
作
業
に
止
ま
ら
ず
、
今
シ
ー
ズ
ン
３
回
の
作

業
を
行
い
住
人
の
方
か
ら
大
変
感
謝
さ
れ
、
隊

員
に
差
し
入
れ
な
ど
も
頂
戴
し
た
。

今
回
の
作
業
で
も
大
型
の
投
雪
機
や
軽
ト
ラ
ッ

ク
な
ど
の
機
材
や
車
輌
も
使
用
し

人
が
訓
練
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に
参
加
し
た
。

災
救
隊
本
部

教
区
隊
長
会
議

２
月

日
、
災
救
隊
本
部
に
於
い
て
教
区
隊
長

25

会
議
が
行
わ
れ
奥
村
教
区
隊
長
が
出
席
し
た
。

長
野
本
部
長
の
挨
拶
に
続
い
て
立
教

年
の
活

179

動
方
針
が
発
表
さ
れ

『
地
域
ひ
の
き
し
ん
の

、

充
実
と
推
進
』
が
図
れ
る
よ
う
活
動
を
展
開
す

る
事
が
述
べ
ら
れ
た
。
続
い
て
板
倉
副
本
部
長

よ
り
昨
年
の
活
動
報
告
並
び
に
出
動
報
告
、
更

に
今
年
の
活
動
計
画
が
発
表
さ
れ
た
。

ま
た
、
こ
れ
に
続
い
て
場
内
で
は
こ
の
た
び

災
救
隊
本
部
で
制
作
さ
れ
た
「
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

の
取
り
扱
い
方
」
の

が
上
映
さ
れ
、
各

D
V
D

教
区
で
の
訓
練
や
研
修
に
活
用
し
て
も
ら
う
た
め
に

が
配
布
さ
れ
た
。

D
V
D

更
に
ま
た
、
昨
年
９
月
に
大
き
な
被
害
を
受
け
た

関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
で
天
理
教
と
し
て
中
心
的
に

救
援
活
動
を
行
っ
た
、
茨
城
教
区
を
代
表
し
て
海
老

澤
裕
之
主
事
か
ら
「
災
害
時
に
お
け
る
地
区
・
行
政

と
の
連
携
」
と
題
し
て
感
話
が
あ
っ
た
。
海
老
澤
主、

事
は
つ
く
ば
市
と
常
総
市
の
中
間
に
自
教
会
が
あ
り

支
部
長
に
な
っ
た
時
に
災
救
隊
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

持
参
し
両
市
に
あ
い
さ
つ
に
回
っ
た
と
い
う
。

そ
う
し
た
矢
先
、
四
年
前
の
つ
く
ば
市
で
の
竜
巻

災
害
や
先
般
の
豪
雨
、
鬼
怒
川
氾
濫
に
よ
る
常
総
市

で
の
災
害
発
生
時
に
は
事
前
に
つ
な
が
っ
て
い
た
こ

と
で
、
迅
速
な
活
動
が
展
開
で
き
た
と
い
う
。

会
議
は
事
務
局
よ
り
諸
連
絡
が
あ
り
閉
会
し
た
。

立教１７９年度 活動方針 『地域ひのきしんの充実と推進』

・活動の基盤となるぢばへの伏せこみ

・一手一つの活動を通して隊の充実を図る

・訓練や実動を通して行政機関との連携を図る

【 】２

北海道教区管内でも行政と

の連携が進められている。


